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平成 7年 1月178に発生した阪神・淡路大震災を期に、海水面より地盤高の低い、いわゆる零

メートル地帯の河川堤防について、耐震点検を行った。一級河川太田川では、堤防耐震点検よ

り抽出された耐震対策必要区間において排水機能付き鋼矢板工法による耐震対策を行ってい

る。この排水機能付き鋼材は、地震時における矢板前面の地援内における過剰間隙水圧の発生

を抑制し、矢板前面の水平方向地盤反カをいくらかでも期待するものである。

宰てプす-夜寝花つ可ji躍町市麗脊葉土アE下京穫寵有吉菊実習「一四日誌で

1 はじめに 2 太田)1 iデルタの地形

平成7年 1月 17日に発生した阪神@淡路大震災を 太田)ilデルタの地形は、江戸中期から明治末までの

期に、海水面より地盤高の低い、いわゆる零メートル 間に干拓されてきた。現在は商業及び住宅の中心地域

地帯の河川堤防について、耐震点検を行い、必婆な区 となっている地区が、朔望平均満潮位約T.P.1.9阻より

聞については耐震対策工な行うこととなったの 低いずり鉢状になっている。このため地震による液状

一級河川太田川!で、l土、堤紡耐震点検より抽出された 化によって河)11堤防の被筈が発生した場合、浸水被害

耐震対策必要区間の高潮堤防において排水機能付き鋼 が生じる可能性が高い(図 1 )。

矢板工法による耐震対策を行っている。
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図-1 太閃川デノレタの地形
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太田)11デルタの地層構造日図-2 
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太田川の耐震対策

の発生の程度を軽減させることができるので、その周

辺の地盤が全体として安全を保つようになる。この様

な液状化抑制機能と鋼材自体が保有する強度特性によ

り堤防の耐震化を図る 21. (図 的。

図-3 

3 太田川デルタの地層構造

砂レキ層 (Lm)の上に洪積の砂層 (LS)または粘土ンノレ

ト層 (LC)が薄く分布する。さらに上位には沖積の粘土

シルト層 (UC)~砂層 (US) が覆っている。液状化が問題

となる上部砂層 (us) は約加の厚さを持ち、 N1直は 5~

10である(図 2) 11。 4. 3 排水機能付き鏑矢板構造の説明

排水機能付き鏑矢板は、矢板の側面に取り付けた排

水部材(有干し溝形鋼等)から排水する構造となってい

る。この排水部材に設けられる関孔部には、一般に土

砂浸入防止のフィノレターが取り付けられている。

排水機能付き鋼矢板の構造図を図-4に示す。正面

図にも示すように、排水部材の上端ブρレートは矢板の

上端より 500皿下ったところより設置されており、排

水部材の先端は、貫入抵抗を小さくするように三角プ

レート状の構造となっている。また、排水部材は液状

化すると判定される層まで設けており(図-5) 、そ

の寸法は液状化層の厚さ、設置場所に考慮する矢板前

面の水平方向地盤反力などにより場所ごとに設計して

おり、箇所によって異なる。関干し部及びフィ/レターの

寸法は、約20~30皿である。

耐震対策工の検討

4. 1 耐震対策工の選定

堤防の耐震化を図る工法としては、締国め工法、深

層混合処理工法、置換工法、排水機能付鋼材工法など

がある。太田jけでは施工ヤードの確保、市街地であり

振動や騒音の発生、過去の施工実績を考慮し、排水機

能付き鋼矢板工法を採用することとなった。

4 

4. 2 耐震対策の概要

排水機能を有する鋼矢板は、地震時にその周辺の土

粒子関の水を排水し、液状化の原因となる過剰間隙水

圧の上昇を抑制するとともにそれらを逸散させる機能

を有する。したがって、その鋼材周辺の地盤の液状化
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太田川における堤防耐震対策

(r/ro) の関係を用いて過剰間隙水圧を算定する(図

-7)九ここで、等価半径は ro=BH/(B+H) ( B:排水

部断面幡、 H:排水部断面高さ)である。

排水機能付き鋼矢板の設計を行う場合、液状化に伴

う水平地盤反力係数の低下を考慮する必要がある。実

際、排水部材の適用を考えた場合、矢板の設置笛所に

より周辺地盤内の過剰間隙水圧が異なり、その都度水

平地盤反カ係数を求める必要がある。そこで設計の便

宜をはかるため、矢板の列状配置における過剰間隙水

圧の着目点をあらかじめ定める。そして、これに対す

る水平地盤反カ係数比 (KH/KHO)と過剰間隙水圧比

(LJu/ a VO')の関係を定め(図-8) 2)、地盤反カ係

数を算定する。

図-8からもわかるとおり、過剰J間隙水圧の上昇と

ともに水平地盤反力係数は減少するが、普通杭に比較

し排水機能付き杭の水平地盤反カ係数は大きい2)。

4. 4 排水機能付き鋼矢板対策の考え方

鋼矢板前面の地盤バネ(水平方向地盤反カ)は、普

通鋼材の場合、完全液状化状態ではゼロとみなされて

いる。それに対し、排水機能付き鋼材を使用した場合、

前面地盤内の過剰間隙水圧の発生が抑制されるために

(排水効果)、地盤のパネがいくらかでも期待できる

(図 6)。

排水効果は、排水部材 1本に対する過剰間隙水圧を

算定し、排水部材数分重ね合わせて設計用の着目点で

の過剰間隙水圧を算定することにより評価を行う。

過剰間際水圧を算定するに当たり、排水部材への排

水量との関係を求める。排水部材への排水量は、排水

部材周辺の過剰間際水圧及ひ・排水部材内の抵抗に依存

する。これらの関係を得るために、 Theisの方法とぷ

円寸の定理を適用する。しかし、設計の便宜をはかる

ため、過剰間隙水圧比(LJU/ a vo') と、排水部材か

らある着目点までの距離と排水部材等価半径の比

(内側)正面図
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L]u/ (J VO' ~ r/roの関係(例) 21 KH/KHO ~ L]U/ (J VO'の関係、 21図 8図 7

写真-3 矢板打ち込み写真一 1 排水機能付き鏑矢板

写真 4 捨石復旧

5 耐震対策の施工

太田川では平成 7年度より耐震対策として、耐震対

あとがき

現在、太田川では、放水路および派川の天満川、!日

太悶)11，元安川で耐震対策工を実施している。放水路

については、緊急河川敷道路の工事にあわせて実施し

てし、く。

今後も引き続き、液状化により堤防iこ沈下などの被

害が生じた場合、提内地が低く浸水する恐れのある区

間について対策を実施していく予定である。

も
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